
既存コンフィグを入力、または
ファイルをドラッグ＆ドロップしま
す。

設定コンフィグを入力、または
ファイルをドラッグ＆ドロップしま
す。

比較結果のレポートを出力するフォ
ルダを指定します。

比較を開始します。

既存コンフィグの結果を表示します。（表示
内容は下記掲載）

設定コンフィグの結果を表示します。（表示
内容は下記掲載）

比較結果のレポートを、テキ
ストエディタで表示させます。

上にある結果画面の表示内容を選
択します。（表示内容は下記掲載）

メインメインメインメイン画面画面画面画面

比較結果画面比較結果画面比較結果画面比較結果画面

Summary ResultSummary ResultSummary ResultSummary Result

画面の見方として、以下のとおり
になります。

■行番号：フラグ：コンフィグ

フラグは”EUDO"となり、行のス
テータスを表します。意味は以下
の通りです。

E：Error、行の構文が間違ってい
るか、文字列が本ソフトウェアでは
対応していません。

U：Unkonwn、オプションの文字列
が本ソフトウェアでは未定義です。

D：Duplication、両コンフィグ間の
ACL番号、アドミッション、プロトコ
ル、アドレス、ポートを計算しチェッ
クした結果、重複が存在します。
※重複対象はレポートに記載

O：Option duplication、Duplication
でかつ、オプションの重複が存在
します。
※チェックは単純にオプション名
の重複のみをチェックします。



Analyse ResultAnalyse ResultAnalyse ResultAnalyse Result

画面の見方として、以下のとおり
になります。

■行番号：コンフィグ

末尾に"OK"がついている行は、
ACLの要素として認識されていま
す。

Err：がある場合は、その行はACL
の要素として認識されていませ
ん。

word(value)の箇所は内部で数値
に置き換えられています。

word(?)の箇所は内部で定義され
ていないため、Uフラグがつきま

----------------------------------------
ACL-Checker ver 0.8
Result Report  [Date=08/13/08]
----------------------------------------

@Source Filename= unopened
001:----:ip access-list standard test
002:----:permit 1.1.1.0 255.255.255.0
003:----:permit 1.1.2.0 255.255.255.0
004:E---:permit hosts 1.1.1.1
005:----:ip access-list extended test2
006:----:permit ip any 1.1.1.0 255.255.255.0
007:----:permit tcp any 1.1.2.0 255.255.255.0 eq www
008:----:permit tcp any 1.1.2.0 255.255.255.0 eq domain
009:--D-:permit tcp any 1.1.2.0 255.255.255.0 gt 10000
010:--D-:permit icmp any any echo
@Setting Filename = unopened
001:----:ip access-list extended test2
002:--D-:permit tcp any 1.1.2.0 255.255.255.0 gt 12000
003:-U--:permit tcp any 1.1.2.0 255.255.255.0 established
004:--D-:permit icmp any any echo-reply

------------ Duplication Details ------

 ACL=test2 source-row=9 setting-row=2
 ACL=test2 source-row=10 setting-row=4

------------ Report Finished ----------

Report PrintReport PrintReport PrintReport Print

Dフラグの詳細で、ACL名と両重複行の対応
を記載します。

両Summary Resultの結果を記載します


